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利用者の声
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利用者の声
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電子マニフェスト情報の
活用と機能の紹介

参考

公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター
電子マニフェストセンター
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JWNET機能紹介（システムの機能強化）

強化項目 内容 備考

① スマートフォン・タブレット
の機能強化

スマートフォンやタブレットに対応するシステ
ム開発を2カ年に渡って実施し、平成28年6

月から本格運用を開始しています。

※ スマートフォン・タブレット版を利用する際には、
事前にパソコン版による基本設定を行う必要があ
ります。

② 広域認定制度の係る
廃棄物や一般廃棄物
等への活用

マニフェスト交付・登録が不要な広域認定制
度や一般廃棄物であっても、電子マニフェス
トを活用して、マニフェスト情報と一体で管理
したいとの要望が寄せられています。これに
対応するため、マニフェスト登録の際に連絡
番号欄3に「999」と入力することにより、電子

マニフェスト登録等状況報告（行政報告）から
除外される仕組みを提供しています。

【広域認定制度等の行政報告対象から除外され
る件数の利用実績】※件数が決定した時点で掲
載

・平成27年度：年間約61万件
・平成28年度：年間約72万件
・平成29年度：年間約79.5万件
・平成30年度：年間約80万件
・令和元年度：年間85万件
・令和２ 年度：年間80.9万件

※広域認定制度は製品を製造、加工、販売した者
（製造事業者等）が、その製品が廃棄物になった
場合に

広域的に処理を行うことにより、当該廃棄物の
減量や適正な処理が確保されることを目的として、

地方公共団体ごとの許可を不要とする制度です

③ CSVファイルを活用した
マニフェスト登録・報告

新規登録するには、Web画面を用いて一件
ずつ登録する方法と、CSVファイルに複数件

数をまとめて登録する方法があります。また、
マニフェストの終了報告についてもCSVファイ

ルを読み込んで一度に複数の報告をする方
法があります。

Excel VBAを利用し、簡単な操作でCSVファイルを

作成できるツールを作成し、ＪＷＮＥＴホームペー
ジからダウンロードできます。本ツールで作成した
CSVファイルをWeb方式の該当メニューにアップ
ロードすることで、1回の操作（送受信）で100件の
マニフェスト登録・報告することができます。
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JWNET機能紹介（システムの機能強化）

強化項目 内容 備考

④ 入力誤りのチェックを
サポートする仕組み

マニフェストの登録や運搬終了報告の操作
を行う際の入力誤りのチェックをサポートす
る仕組みがあります。排出事業者のマニフェ
スト登録の際、産業廃棄物の経路情報ごと
に、産業廃棄物処理に係る委託契約情報と
電子マニフェストの登録内容の相違について
検知し、排出事業者に対して警告表示を行う
機能です。

収集運搬業者の運搬終了報告の際、積替え保管
を含まない産業廃棄物の運搬終了報告において、
有価物拾集量の入力があった場合に、収集運搬
業者に対して警告表示を行う機能もあります。

⑤ 現場登録支援機能 収集運搬業者がマニフェスト作成の支援をし
つつ、排出現場で排出事業者にマニフェスト
を登録してもらう機能です。

マニフェストの内容に関しての責任は排出事業者
が持つことは変わりません。

⑥ 許可取消業者の警告表示
機能

排出事業者が、許可を取り消された収集運
搬業者、処分業者を指定してマニフェスト登
録をしようとした際に、警告表示を行う機能
です。

警告が表示された場合、取引先業者に許可の有
無を確認してください。
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スマートフォン・タブレット版での提供機能
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電子マニフェスト登録等状況報告から除外する方法
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999
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CSVファイルを活用したマニフェスト登録・報告

①CSV作成ツールを利用してCSVファイルを作成します。

エクセルファイルに必要項目を入力し、CSV出力をします。

運搬終了報告
作成用ツール

新規登録用ツール
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②JWNETシステムの登録/報告メニューに①で作成したCSVファイルを読込みます。

一度に複数（最大100件）のマニフェストの登録/報告ができます。
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（1）委託契約情報と電子マニフェスト登録情報の相違を検知する機能

“経路情報”に、運搬元情報・運搬先情報、契約期間、及び廃棄物の種類の組み
合わせにより、個別契約等に沿った詳細な設定が可能です。

委託契約設定と相違があったマニフェスト登録
を行うと警告表示がされる。

（2）収集運搬業者による運搬終了報告情報の虚偽記載を検知・防止する機能

経路情報の入力

積替・保管施設を経由しないマニフェストで、有価物拾集量
を入力した場合に警告表示されます。

運搬終了報告の際の入力項目
「有価物拾集量」、「単位」

入力誤りのチェックをサポートする仕組み
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